
 

 

 

 

 

 

〇卒業おめでとうございます／7 期生（3年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

理数科通信
令和６年度 第４号 所沢北高等学校理数科部 令和７年３月１４日発行

 

試行錯誤を楽しめる人 

 

理数科長  田口 康弘  

 

理数科７期生のみなさん、卒業おめでとうございます。所北理数科の３年間はどうでしたか。７期生

はとにかく初めてが多かったことが、強く印象に残っています。『理数探究基礎』を初めて学んだ学年

であり、２・３年次にまたがって『理数探究』を履修し、課題研究を２年間実践する初めての学年でも

ありました。ようするに、初めて３年間かけて課題研究に取り組むようになった学年です。成果発表に

ついて、ポスター発表、口頭発表、論文発表、３つの方法を学び経験するというのも初でした。また、

理数科行事では、臨海実習を１泊２日から２泊３日に変更し、JAXA、NIMS、KEKを訪ねた「筑波研究学

園都市実習」、日本科学未来館で展示物を題材にして行った「科学プレゼン実習」は、初実施でした。

とにかく、「初」が多く理数科を発展させるための取り組みが沢山生まれた学年です。３年次には、文

科省からＳＳＨにも指定されました。 

このように変化の大きな学年で、理数科の学びはどうでしたか。思う存分理数の学びを楽しんだも

のもいると思います。しかし、理数科の高校生になりきれなかった者も多かったのではないでしょう

か。現在の所北生の基質だと感じることが多いのですが、与えられたものをいかに効率よくこなすか

を良しとし、答えをすぐに与えてもらえないと不安で、答えに辿り着く過程を楽しめない。教科書や試

験の範囲以外の勉強は無駄で、その範囲を飛び越えて学ぼうという姿勢がない。どうですか。自分は当

てはまりませんか。所沢北の理数科は、君達の固まってしまったそのような学習姿勢を打ち破りたい

と取り組んできました。課題研究は、正にそのための場です。行ったり来たり、左右にぶれたり、壁の

前で何日も立ち止まったり、そのような試行錯誤を経験できましたか。先に述べた「初」や「変化」は

全てそのためのものです。教育現場である学校がそれだけ変わろうとしているということは、そこで

育てたい力は社会からも強く求められているということです。試行錯誤がないものは「学びではない」

し「科学ではない」と思います。進学先では、知的好奇心に素直になって、もっともっと試行錯誤を楽

しめる人になって欲しい。その姿勢が、所北理数科で育てたかった科学的探究力に結び付くはずです。

試行錯誤することを楽しもう。卒業おめでとう。 



〇課題研究本発表／8期生（2 年） 
 2/5（水）に 8期生の課題研究本発表がパワーポイントを使用した口頭発表に

て行われました。1 年次の理数探究基礎で学んだことを土台として 2 年次から

課題研究に取り組んできた成果の発表となります。 

本発表後の大まかな日程（校内） 

3年次 

1学期：ポスターによる最終成果発表会・研究論文草稿提出 

2学期：研究論文提出 

 校外での成果発表会（埼玉県理科教育研究発表会／埼玉大学 関東近県 SSH 指定校合同発表会／工学院

大学）などでもポスター発表や口頭発表を行い、経験を積みました。 

調べ学習にとどまらず、自ら課題を設定し解決に向けて情報収集や整理・分析を行い、意見交換を行いな

がら進めていく教科横断型で総合的な学習活動として実践してきた経験は今後の糧になることと思います。 

 

〇理数探究基礎／9期生（1 年） 

 １年で実施される理数探究基礎では、観察・実

験・調査の手法や統計処理の方法などを身に付け、

その技能を活用して 2～3 年の理数探究では課題

研究を主に行います。 

 1/14に課題研究説明会を行いました。数学・物

理・化学・生物の担当教員から特色や分野につい

ての説明がありました。この後は希望科目の提出、

科目の決定、研究してみたい内容のプレゼンを行い、班と研究内容が決まります。また、9期生とともに普

通科の生徒 9名も課題研究に取り組みます。楽しみながら課題研究を進めていきましょう。 

 

〇SSコラボ授業／9期生（1年） 
内 容 ＤＮＡの抽出 

担 当 英語：新井先生 理科（生物）：山田先生 

日 時 1/21（火）1限：英語 3限：生物 

目 標 ①ＤＮＡの抽出実験の手順が記された英文を読み、 

その内容を正しく理解したうえで、その手順に従って正しく実験を行うことができる。 

②実験内においてその操作を行う意味について考え、推測する思考力を養うことができる。 

③生物分野に関する問いに対して自らの考えをまとまった英文で表現することができる。 

 

内 容 社会的選択理論の考察 ～学級会から国政選挙まで～ 

担 当 地歴：木下先生 数学：齋藤先生 

日 時 1/28（火）3限：地歴 1/30（木）4限：数学 

目 標 選挙に代表される集団の意思決定（民意の集約）のあ

り方について、具体的な方法を知るとともに望ましい集約ルー

ルや制度について数学的思考法を用いながら考察する。 

 

内 容 組体操を科学する 

担 当 数学：上田先生 体育：齋藤先生 

日 時 2/6（木）3限 

  目 的 正解のない問いに挑戦するために、保健体育的な見

方・考え方と数学的な見方・考え方を多角的・複合的に用いて、物事の本質に迫る学び、社会

実装的な学びを実現し、先行きが不透明で、将来の予測が困難（VUCA）な時代を主体的に生き

抜くために必要な資質・能力を育む。 

 目 標 科学的根拠を伴った論理的な主張を行うための方法を身に付ける。 

     組体操のピラミッドの構造について、実体験を踏まえた「深い学び」を実現する。 

担当教員による科目説明 担当教員に相談 


